
別紙(4) 人形峠環境技術センターウラン加工施設のストレステスト報告書に係る正誤表（数値の誤り） 

 

32 ページ 表-6-1 建物の保有水平耐力 

誤 正 

 

 

 
建物 方向 

保有水平耐力 

QU （ton） 

必要保有水平耐力 QUN 

（ton） 
安全率 

主棟  
南－北 3,795.7  2,701.9  1.40 

東－西 3,530.4  2,701.9  1.30 

第 1 貯蔵庫  
南－北 224.0  78.4  2.85 

東－西 1,316.5  667.8  1.97 

第 2 貯蔵庫  
南－北 60.1  21.3  2.82 

東－西 378.6  248.1  1.52 

第 3 貯蔵庫  
南－北 60.5  22.4  2.70 

東－西 378.6  259.6  1.45 

付属棟 

 （均質室）  

南－北 203.3  109.2  1.86 

東－西 1,329.6  687.1  1.93 
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（ton） 
安全率 

主棟  
南－北 3,795.7  2,701.9  1.40 

東－西 3,530.4  2,701.9  1.30 

第 1 貯蔵庫 
南－北 224.0  78.4  2.85 

東－西 1,329.6  687.1  1.93 

第 2 貯蔵庫 
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南－北 60.5  22.4  2.70 

東－西 378.6  259.6  1.45 

付属棟 

 （均質室） 

南－北 203.3  109.2  1.86 

東－西 667.8 460.8  1.44 
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平成２４年７月２５日

独立行政法人日本原子力研究開発機構

人形峠環境技術センター



39 ページ 図-6-2-1 均質設備における UF6漏えいの影響緩和に係るイベントツリー 
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象
の

番
号

に
対

応
す

る
）

震
度

５
強

（2
00

ｇ
ａ
ｌ）

相
当

の
地

震
に

対
し

て
の

裕
度

と
し

た
。

設
備

・機
器

の
脆

弱
性

設
備

名
耐

震
裕

度
設

備
の

進
展

性

均
質

処
理

に
関

す
る

脆
弱

性
　

：　
①

計
装

空
気

配
管

（耐
震

裕
度

：1
.0

5）
、

②
建

屋
Ｐ

Ｃ
板

（耐
震

裕
度

：3
.6

3）
、

③
付

属
棟

建
屋

（耐
震

裕
度

：8
.3

0）
、

④
無

停
電

電
源

装
置

（耐
震

裕
度

：9
.7

0）

起
因

事
象

地
震

発
生

事
象

の
進

展
性

防
止

対
策

・
Ａ

Ｍ
（

影
響

緩
和

）
対

策

・配
管

（１
５

A
）

耐
震

裕
度

：1
2.

39

・配
管

フ
ー

ド

耐
震

裕
度

：1
9.

69

A
M

対
策

３

管
理

区
域

作
業

①
３

０
B

シ
リ

ン
ダ

元
弁

手
動

「閉
」操

作

建
屋

亀
裂

の
閉

止

（ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
）

A
M

対
策

４

防
護

服
装

着
で

管
理

区
域

入
域

④
以

下
は

、
拡

大
防

止
措

置
と

し
て

実
施

す
る

操
作

失
敗

成
功

（
１

０
分

以
内

）

成
功

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
作

動

緊
急

遮
断

弁
「閉

」

配
管

フ
ー

ド
内

配
管

破
断

（U
F

６
漏

え
い

）

非
管

理
区

域
作

業

緊
急

遮
断

弁
の

計
装

空
気

遮
断

操
作

（閉
）

A
M

対
策

１

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
不

作
動

緊
急

遮
断

弁
「開

」

漏
え

い
継

続

計
装

空
気

遮
断

失
敗

緊
急

遮
断

弁
「開

」

漏
え

い
継

続

A
M

対
策

２

管
理

区
域

作
業

U
F ６

配
管

漏
え

い

箇
所

閉
止

作
業

（ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

貼
付

）

Ｕ
Ｆ

６
漏

え
い

停
止

Ｕ
Ｆ

６
漏

え
い

停
止

U
F

６
漏

え
い

停
止

失
敗

成
功

（
３

０
分

以
内

）

・緊
急

遮
断

弁

耐
震

裕
度

：
22

.2
9

・計
装

空
気

配
管

耐
震

裕
度

：1
.0

5

・緊
急

遮
断

弁

耐
震

裕
度

：
22

.2
9

・計
装

空
気

配
管

耐
震

裕
度

：
1.

05

漏
え

い
検

知
後

、
約

４
２

秒
で

作
動

機
器

閉
じ

込
め

維
持

機
器

閉
じ

込
め

維
持

U
F ６

漏
え

い
停

止

※
緊

急
遮

断
弁

２
台

が
「閉

」と
な

ら
な

い

故
障

率
は

、
2.

2×
10

-6
/d

で
あ

る

全
交

流
電

源
喪

失

・評価に用いている数値の誤り 
（表-6-2 内の耐震裕度の数値との不整合の訂正） 

・評価に用いている数値の誤り 
（出典からの転記の誤りに起因する計算値の訂正） 
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誤 正 

  

3 

①

1.
　耐

震
裕

度
と

は

2.
　設

備
の

脆
弱

性

○ ○

3.
　想

定
を

超
え

た
事

象 ① ②

全
交

流
電

源
喪

失
（停

電
発

生
）

―
・停

電
に

よ
り

運
転

機
器

は
停

止
す

る
　（

加
熱

停
止

、排
風

機
停

止
）

配
管

（1
5Ａ

）
12

.9
8

・配
管

破
断

　→
　Ｕ

Ｆ ６
漏

え
い

以
上

に
よ

り
、U

F ６
配

管
が

破
損

し
Ｕ

Ｆ ６
が

漏
え

い
し

て
も

、A
M

対
策

１を
実

施
す

る
こ

と
で

、加
工

規
則

に
定

め
ら

れ
た

周
辺

監
視

区
域

外
の

線
量

限
度

を
超

え
る

こ
と

は
な

い
。

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）

13
.6

2
・停

電
に

よ
り

運
転

機
器

は
停

止
す

る
　（

加
熱

停
止

）

南
海

トラ
フ

地
震

（人
形

地
域

で
震

度
５強

）を
超

え
る

巨
大

な
地

震
が

発
生

し
、Ｕ

Ｆ ６
配

管
が

破
損

し
た

場
合

を
想

定
し

、事
象

進
展

シ
ナ

リ
オ

を
想

定
し

た
。

主
棟

建
屋

7.
49

・亀
裂

発
生

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）の

ガ
ス

移
送

中
に

Ｕ
Ｆ ６

配
管

が
破

損
す

る
と

、Ｕ
Ｆ ６

は
滞

留
ウ

ラ
ン

除
去

室
内

に
漏

え
い

す
る

。

作
業

員
は

、A
M

対
策

１と
し

て
防

護
服

を
着

用
し

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）の

入
口

手
動

弁
を

閉
と

す
る

こ
と

で
、Ｕ

Ｆ６
漏

え
い

は
停

止
す

る
。

無
停

電
電

源
装

置
（計

装
電

源
）

9.
70

機
能

喪
失

で
　・

自
動

弁
は

弁
特

性
で

動
作

さ
ら

に
、拡

大
防

止
対

策
と

し
て

、A
M

対
策

２と
し

て
、建

屋
の

養
生

を
行

う
と

と
も

に
、A

M
対

策
３と

し
て

、回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）の

配
管

破
損

部
を

ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

で
閉

止
す

る
。

（Ｕ
Ｆ ６

圧
力

は
大

気
圧

以
下

）

計
装

空
気

配
管

1.
05

機
能

喪
失

で
　・

自
動

弁
は

弁
特

性
で

動
作

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
に

関
す

る
脆

弱
性

　：
　①

配
管

（１
５Ａ

）（
耐

震
裕

度
：1

2.
98

）、
回

収
用

コ
ー

ル
ド

トラ
ッ

プ
（１

）（
耐

震
裕

度
：1

3.6
2）

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（主

棟
）

3.
63

・亀
裂

発
生

事
　象

　進
　展

　結
　果

（図
中

の
○

数
字

は
、３

.想
定

を
超

え
た

事
象

の
番

号
に

対
応

す
る

）

震
度

５強
（2

00
ｇａ

ｌ）
相

当
の

地
震

に
対

し
て

の
裕

度
と

し
た

。
設

備
・機

器
の

脆
弱

性

設
備

名
耐

震
裕

度
設

備
の

進
展

性

滞
留

ウ
ラ

ン
回

収
に

関
す

る
脆

弱
性

　：
　①

計
装

空
気

配
管

（耐
震

裕
度

：1
.0

5）
、②

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（耐

震
裕

度
：3

.6
3）

、③
主

棟
建

屋
（耐

震
裕

度
：7

.4
9）

、④
無

停
電

電
源

装
置

（耐
震

裕
度

：9
.7

0）

起
因

事
象

地
震

発
生

事
象

の
進

展
性

防
止

対
策

・
Ａ

Ｍ
（

影
響

緩
和

）
対

策

・配
管

（１
５Ａ

）

耐
震

裕
度

：1
2.9

8

防
護

服
装

着
で

管
理

区
域

入
域

成
功

（３
０分

以
内

）

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）

配
管

破
断

（Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
）

AM
対

策
１

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
停

止
管

理
区

域
作

業

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）

手
動

「閉
」操

作

・回
収

用
コ

ー
ル

ドト
ラ

ッ
プ

（１
）

耐
震

裕
度

：1
3.6

2

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
停

止

AM
対

策
３

AM
対

策
２

管
理

区
域

作
業

Ｕ
Ｆ ６

配
管

漏
え

い

箇
所

閉
止

作
業

（ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

貼
付

）

建
屋

亀
裂

の
閉

止

（ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト）

②
以

下
は

、拡
大

防
止

措
置

と
し

て
実

施
す

る
操

作

全
交

流
電

源
喪

失

①

1.
　耐

震
裕

度
と

は

2.
　設

備
の

脆
弱

性

○ ○

3.
　想

定
を

超
え

た
事

象 ① ②

外
部

電
源

喪
失

（停
電

発
生

）
―

・停
電

に
よ

り
運

転
機

器
は

停
止

す
る

　（
加

熱
停

止
、排

風
機

停
止

）

主
棟

建
屋

7.
49

・亀
裂

発
生

配
管

（1
5Ａ

）
12

.9
8

・配
管

破
断

　→
　Ｕ

Ｆ ６
漏

え
い

無
停

電
電

源
装

置
（計

装
電

源
）

9.
71

機
能

喪
失

で
　・

自
動

弁
は

弁
特

性
で

動
作

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）

13
.6

3
・停

電
に

よ
り

運
転

機
器

は
停

止
す

る
　（

加
熱

停
止

）

計
装

空
気

配
管

1.
05

機
能

喪
失

で
　・

自
動

弁
は

弁
特

性
で

動
作

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（付

属
棟

）
3.

63

（図
中

の
○

数
字

は
、３

.想
定

を
超

え
た

事
象

の
番

号
に

対
応

す
る

）

・亀
裂

発
生

事
　象

　進
　展

　結
　果

設
備

・機
器

の
脆

弱
性

設
備

名
耐

震
裕

度
設

備
の

進
展

性

以
上

に
よ

り
、U

F ６
配

管
が

破
損

し
Ｕ

Ｆ ６
が

漏
え

い
し

て
も

、A
M

対
策

１を
実

施
す

る
こ

と
で

、加
工

規
則

に
定

め
ら

れ
た

周
辺

監
視

区
域

外
の

線
量

限
度

を
超

え
る

こ
と

は
な

い
。

震
度

５強
（2

00
ｇａ

ｌ）
相

当
の

地
震

に
対

し
て

の
裕

度
と

し
た

。

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
に

関
す

る
脆

弱
性

　：
　①

配
管

（１
５Ａ

）（
耐

震
裕

度
：1

2.
98

）、
回

収
用

コ
ー

ル
ド

トラ
ッ

プ
（１

）（
耐

震
裕

度
：1

3.
63

）

滞
留

ウ
ラ

ン
回

収
に

関
す

る
脆

弱
性

　：
　①

計
装

空
気

配
管

（耐
震

裕
度

：1
.0

5）
、②

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（耐

震
裕

度
：3

.6
3）

、③
主

棟
建

屋
（耐

震
裕

度
：7

.4
9）

、④
無

停
電

電
源

装
置

（耐
震

裕
度

：9
.7

1 ）

（Ｕ
Ｆ ６

圧
力

は
大

気
圧

以
下

）

南
海

トラ
フ

地
震

（人
形

地
域

で
震

度
５強

）を
超

え
る

巨
大

な
地

震
が

発
生

し
、Ｕ

Ｆ ６
配

管
が

破
損

し
た

場
合

を
想

定
し

、事
象

進
展

シ
ナ

リ
オ

を
想

定
し

た
。

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）の

ガ
ス

移
送

中
に

Ｕ
Ｆ ６

配
管

が
破

損
す

る
と

、Ｕ
Ｆ ６

は
滞

留
ウ

ラ
ン

除
去

室
内

に
漏

え
い

す
る

。

さ
ら

に
、拡

大
防

止
対

策
と

し
て

、A
M

対
策

２と
し

て
、建

屋
の

養
生

を
行

う
と

と
も

に
、A

M
対

策
３と

し
て

、回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）の

配
管

破
損

部
を

ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

で
閉

止
す

る
。

作
業

員

起
因

事
象

地
震

発
生

事
象

の
進

展
性

防
止

対
策

・
Ａ

Ｍ
（

影
響

緩
和

）
対

策

・配
管

（１
５Ａ

）

耐
震

裕
度

： 1
2.9

8

防
護

服
装

着
で

管
理

区
域

入
域

成
功

（３
０分

以
内

）

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）

配
管

破
断

（Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
）

AM
対

策
１

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
停

止
管

理
区

域
作

業

回
収

用
コ

ー
ル

ド
トラ

ッ
プ

（１
）

手
動

「閉
」操

作

・回
収

用
コ

ー
ル

ドト
ラ

ッ
プ

（１
）

耐
震

裕
度

：1
3.6

3

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
停

止

AM
対

策
３

AM
対

策
２

管
理

区
域

作
業

Ｕ
Ｆ ６

配
管

漏
え

い

箇
所

閉
止

作
業

（ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

貼
付

）

建
屋

亀
裂

の
閉

止

（ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト）

②
以

下
は

、拡
大

防
止

措
置

と
し

て
実

施
す

る
操

作

全
交

流
電

源
喪

失

・評価に用いている数値の誤り 
（表-6-2 内の耐震裕度の数値との不整合の訂正） 
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4 

①

1.
　耐

震
裕

度
と

は

2.
　設

備
の

脆
弱

性

○

3.
　想

定
を

超
え

た
事

象 ① ②

事
　象

　進
　展

　結
　果

ク
レ

ー
ン

15
.1

9
・落

下

設
備

・機
器

の
脆

弱
性

設
備

名
耐

震
裕

度
設

備
の

進
展

性

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（付

属
棟

）
3.

63

外
部

電
源

喪
失

（停
電

発
生

）
―

・停
電

に
よ

り
ク

レ
ー

ン
は

停
止

す
る

（図
中

の
○

数
字

は
、３

.想
定

を
超

え
た

事
象

の
番

号
に

対
応

す
る

）

付
属

棟
建

屋
10

.6
7

・亀
裂

発
生

・亀
裂

発
生

震
度

５強
（2

00
ｇａ

ｌ）
相

当
の

地
震

に
対

し
て

の
裕

度
と

し
た

。

シ
リ

ン
ダ

の
貯

蔵
に

関
す

る
脆

弱
性

　：
　①

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（耐

震
裕

度
：3

.6
3）

、②
付

属
棟

建
屋

（耐
震

裕
度

：1
0.

67
）

（シ
リ

ン
ダ

内
圧

力
は

大
気

圧
以

下
）

南
海

トラ
フ

地
震

（人
形

地
域

で
震

度
５強

）を
超

え
る

巨
大

な
地

震
が

発
生

し
、ク

レ
ー

ン
が

落
下

し
た

場
合

を
想

定
し

、事
象

進
展

シ
ナ

リ
オ

を
想

定
し

た
。

地
震

発
生

に
よ

り
、貯

蔵
庫

内
の

天
井

走
行

ク
レ

ー
ン

が
落

下
（片

側
の

み
）し

、そ
の

際
、ク

レ
ー

ン
の

フ
ッ

ク
が

３０
Bシ

リ
ン

ダ
の

胴
部

に
さ

さ
り

Ｕ
Ｆ ６

が
貯

蔵
庫

内
に

漏
え

い
す

る
。

作
業

員
は

、A
M

対
策

１と
し

て
防

護
服

を
着

用
し

シ
リ

ン
ダ

の
破

損
箇

所
を

ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

で
閉

止
す

る
こ

と
で

、Ｕ
Ｆ ６

 
漏

え
い

は
停

止
す

る
。

さ
ら

に
、拡

大
防

止
対

策
と

し
て

、A
M

対
策

２と
し

て
、建

屋
の

養
生

を
行

う
と

と
も

に
、A

M
対

策
３と

し
て

、３
０B

シ
リ

ン
ダ

の
隔

離
（養

生
等

）を
行

う
。

以
上

に
よ

り
、Ｕ

Ｆ ６
が

漏
え

い
し

て
も

、A
M

対
策

１を
実

施
す

る
こ

と
で

、加
工

規
則

に
定

め
ら

れ
た

周
辺

監
視

区
域

外
の

線
量

限
度

を
超

え
る

こ
と

は
な

い
。

起
因

事
象

地
震

発
生

事
象

の
進

展
性

防
止

対
策

・
Ａ

Ｍ
（

影
響

緩
和

）
対

策

・ク
レ

ー
ン

（1
6ｔ

）

耐
震

裕
度

：1
5.1

9

防
護

服
装

着
で

管
理

区
域

入
域

成
功

（３
０

分
以

内
）

AM
対

策
１

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
停

止
Ｕ

Ｆ ６
漏

え
い

停
止

ク
レ

ー
ン

落
下

（片
側

落
下

）
ク

レ
ー

ン
が

落
下

し
、フ

ッ
ク

が

３０
Bシ

リ
ン

ダ
の

胴
部

に
さ

さ
り

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い

貯
蔵

庫
内

作
業

３０
Bシ

リ
ン

ダ
破

損
箇

所
の

閉
止

作
業

（ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

貼
付

）

Ａ
Ｍ

対
策

３
Ａ

Ｍ
対

策
２

貯
蔵

庫
内

作
業

３０
Ｂ

シ
リ

ン
ダ

隔
離

（ビ
ニ

ー
ル

養
生

）

非
管

理
区

域
作

業

建
屋

亀
裂

の
閉

止

（ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト）

②
以

下
は

、拡
大

防
止

措
置

と
し

て
実

施
す

る
操

作

全
交

流
電

源
喪

失

①

1.
　耐

震
裕

度
と

は

2.
　設

備
の

脆
弱

性

○

3.
　想

定
を

超
え

た
事

象 ① ②
さ

ら
に

、拡
大

防
止

対
策

と
し

て
、A

M
対

策
２と

し
て

、建
屋

の
養

生
を

行
う

と
と

も
に

、A
M

対
策

３と
し

て
、３

０B
シ

リ
ン

ダ
の

隔
離

（養
生

等
）を

行
う

。

以
上

に
よ

り
、Ｕ

Ｆ ６
が

漏
え

い
し

て
も

、A
M

対
策

１を
実

施
す

る
こ

と
で

、加
工

規
則

に
定

め
ら

れ
た

周
辺

監
視

区
域

外
の

線
量

限
度

を
超

え
る

こ
と

は
な

い
。

南
海

トラ
フ

地
震

（人
形

地
域

で
震

度
５強

）を
超

え
る

巨
大

な
地

震
が

発
生

し
、ク

レ
ー

ン
が

落
下

し
た

場
合

を
想

定
し

、事
象

進
展

シ
ナ

リ
オ

を
想

定
し

た
。

ク
レ

ー
ン

15
.1

9
・落

下

地
震

発
生

に
よ

り
、貯

蔵
庫

内
の

天
井

走
行

ク
レ

ー
ン

が
落

下
（片

側
の

み
）し

、そ
の

際
、ク

レ
ー

ン
の

フ
ッ

ク
が

３０
Bシ

リ
ン

ダ
の

胴
部

に
さ

さ
り

Ｕ
Ｆ ６

が
貯

蔵
庫

内
に

漏
え

い
す

る
。

全
交

流
電

源
喪

失
（停

電
発

生
）

―
・停

電
に

よ
り

ク
レ

ー
ン

は
停

止
す

る

作
業

員
は

、A
M

対
策

１と
し

て
防

護
服

を
着

用
し

シ
リ

ン
ダ

の
破

損
箇

所
を

ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

で
閉

止
す

る
こ

と
で

、Ｕ
Ｆ ６

 
漏

え
い

は
停

止
す

る
。

シ
リ

ン
ダ

の
貯

蔵
に

関
す

る
脆

弱
性

　：
　①

建
屋

Ｐ
Ｃ

板
（耐

震
裕

度
：3

.6
3）

、②
付

属
棟

建
屋

（耐
震

裕
度

：8
.3

0）
建

屋
Ｐ

Ｃ
板

（付
属

棟
）

3.
63

・亀
裂

発
生

（シ
リ

ン
ダ

内
圧

力
は

大
気

圧
以

下
）

付
属

棟
建

屋
8.

30
・亀

裂
発

生

事
　象

　進
　展

　結
　果

（図
中

の
○

数
字

は
、３

.想
定

を
超

え
た

事
象

の
番

号
に

対
応

す
る

）

設
備

・機
器

の
脆

弱
性

震
度

５強
（2

00
ｇａ

ｌ）
相

当
の

地
震

に
対

し
て

の
裕

度
と

し
た

。

設
備

名
耐

震
裕

度
設

備
の

進
展

性

起
因

事
象

地
震

発
生

事
象

の
進

展
性

防
止

対
策

・
Ａ

Ｍ
（

影
響

緩
和

）
対

策

・ク
レ

ー
ン

（1
6ｔ

）

耐
震

裕
度

：1
5.1

9

防
護

服
装

着
で

管
理

区
域

入
域

成
功

（３
０

分
以

内
）

AM
対

策
１

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い
停

止
Ｕ

Ｆ ６
漏

え
い

停
止

ク
レ

ー
ン

落
下

（片
側

落
下

）
ク

レ
ー

ン
が

落
下

し
、フ

ッ
ク

が

３０
Bシ

リ
ン

ダ
の

胴
部

に
さ

さ
り

Ｕ
Ｆ ６

漏
え

い

貯
蔵

庫
内

作
業

３０
Bシ

リ
ン

ダ
破

損
箇

所
の

閉
止

作
業

（ガ
ラ

ス
ク

ロ
ス

貼
付

）

Ａ
Ｍ

対
策

３
Ａ

Ｍ
対

策
２

貯
蔵

庫
内

作
業

３０
Ｂ

シ
リ

ン
ダ

隔
離

（ビ
ニ

ー
ル

養
生

）

非
管

理
区

域
作

業

建
屋

亀
裂

の
閉

止

（ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト）

②
以

下
は

、拡
大

防
止

措
置

と
し

て
実

施
す

る
操

作

全
交

流
電

源
喪

失

・評価に用いている数値の誤り 
（出典からの転記の誤りに起因する計算値の訂正） 



（添-1）添付-5-1-1 加工施設の建物 

誤 正 

  

5 

耐
火

性
防

水
性

気
密

性
電

源
喪

失
に

対
す

る
考

慮
備

考

主
棟

【1
階

】
○

第
1種

管
理

区
域

・発
生

回
収

室

・U
F 6

操
作

室

・モ
ニ

タ
室

・分
析

室
・放

射
線

管
理

室
・管

理
廃

水
室

・滞
留

ウ
ラ

ン
除

去
室

・排
気

機
械

室
(1

)
・排

気
機

械
室

(2
)　

等
○

第
2種

管
理

区
域

・カ
ス

ケ
ー

ド
室

○
非

管
理

区
域

・補
機

室
・電

源
室

・D
O

P-
1高

周
波

電
源

室
・給

気
機

械
室

(2
)

【2
階

】
○

非
管

理
区

域
・給

気
機

械
室

(1
)

・中
央

操
作

室
　

　
等

以
下

の
設

備
を

設
置

し
て

い
る

建
物

・カ
ス

ケ
ー

ド
・U

F ６
処

理

設
備

・給
排

気
設

備
・管

理
廃

水
処

理
設

備
・放

射
線

管
理

設
備

短
辺

：約
68

m
長

辺
：約

87
m

軒
高

：約
13

m

建
築

面
積

：約
61

00
m

2

延
床

面
積

：約
70

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

※
：1

類

○
無

窓
構

造
○

負
圧

維
持

付
属

棟

以
下

の
設

備
を

収
納

し
て

い
る

建
物

・均
質

設
備

・給
排

気
設

備
（局

所
排

気
設

備
を

含
む

）
・管

理
廃

水
処

理
設

備
・放

射
線

管
理

設
備

・第
1貯

蔵
庫

（U
F ６

を
充

て
ん

し
た

シ
リ

ン
ダ

を
貯

蔵
）

　
原

料
シ

リ
ン

ダ
（5

本
、

約
15

tU
)、

（製
品

シ
リ

ン
ダ

（4
本

、
約

5t
U

)、
廃

品
シ

リ
ン

ダ
（2

4本
、

約
12

0t
U

)保
管

短
辺

：約
32

m
（一

部
約

20
m

）
長

辺
：約

90
m

軒
高

：約
6m

建
築

面
積

：約
24

00
m

2

延
床

面
積

：約
24

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：1
類

・無
窓

構
造

・負
圧

維
持

第
2貯

蔵
庫

U
F ６

を
充

て
ん

し
た

シ
リ

ン

ダ
を

貯
蔵

し
て

い
る

建
物

・廃
品

シ
リ

ン
ダ

（1
44

本
、

約
11

23
tU

)保
管

・

短
辺

：約
20

m
長

辺
：約

60
m

軒
高

：約
4m

建
築

面
積

：約
13

00
m

2

延
床

面
積

：約
13

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：1
類

換
気

扇
に

よ
る

換
気

及
び

自
然

換
気

－

第
3貯

蔵
庫

U
F ６

を
充

て
ん

し
た

シ
リ

ン

ダ
を

貯
蔵

し
て

い
る

建
物

・廃
品

シ
リ

ン
ダ

（1
38

本
、

約
10

58
tU

)保
管

・

短
辺

：約
20

m
長

辺
：約

60
m

軒
高

：約
4m

建
築

面
積

：約
13

00
m

2

延
床

面
積

：約
13

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：1
類

換
気

扇
に

よ
る

換
気

及
び

自
然

換
気

－

非
常

用
発

電
機

棟
非

常
用

電
源

設
備

を
設

置
し

て
い

る
建

物

短
辺

：約
9m

長
辺

：約
12

m
軒

高
：約

11
m

建
築

面
積

：約
13

0m
2

延
床

面
積

：約
26

0ｍ
2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：2
類

-
－

廃
棄

物
貯

蔵
庫

ウ
ラ

ン
濃

縮
原

型
プ

ラ
ン

ト
（主

棟
・付

属
棟

）か
ら

発
生

し
た

放
射

性
廃

棄
物

を
ド

ラ
ム

缶
を

保
管

し
て

い
る

建
物

　
ド

ラ
ム

缶
約

60
0本

、
約

45
ｋｇ

/U

短
辺

：約
12

m
長

辺
：約

20
m

軒
高

：約
4m

建
築

面
積

：約
24

0m
2

延
床

面
積

：約
24

0ｍ
2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：2
類

換
気

扇
に

よ
る

換
気

及
び

自
然

換
気

－

○
第

1種
管

理
区

域
・均

質
操

作
室

・局
所

排
気

機
械

室
・保

守
室

・モ
ニ

タ
室

・前
室

・搬
送

通
路

　
等

○
第

2種
管

理
区

域
・第

1貯
蔵

庫
・ト

ラ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

○
非

管
理

区
域

・給
気

機
械

室
・液

体
窒

素
貯

槽
室

第
2種

管
理

区
域

第
2種

管
理

区
域

○
非

管
理

区
域

・特
高

受
電

室
・発

電
機

室

施
設

名
称

施
設

概
要

規
模

安
全

設
計

第
2種

管
理

区
域

建
  

物

※
建

物
の

耐
震

重
要

度
分

類
は

、
最

小
地

震
力

（建
築

基
準

法
施

行
令

第
88

条
）に

、
下

記
の

割
増

係
数

を
乗

じ
た

設
計

○
第

1類
：1

.3
※

保
有

水
平

耐
力

/必
要

保
有

耐
力

＝
安

全
率

　
・主

棟
（1

F)
の

安
全

率
  

　
　

X方
向

：1
.4

0
  

　
　

Y方
向

：1
.3

0

　
・主

棟
（2

F)
の

安
全

率
　

  
　

X方
向

：1
.4

0
　

  
　

Y方
向

：1
.3

0

　
・第

1貯
蔵

庫
の

安
全

率
 　

 　
X方

向
：2

.8
5

　
  

　
Y方

向
：1

.9
7

　
・第

2貯
蔵

庫
の

安
全

率
  

　
　

X方
向

：2
.8

2
  

　
　

Y方
向

：1
.5

2

　
・第

3貯
蔵

庫
の

安
全

率
 　

　
 X

方
向

：2
.7

0
 　

　
 Y

方
向

：1
.4

5

　
・付

属
棟

の
安

全
率

  
　

　
X方

向
：1

.8
6

  
　

　
Y方

向
：1

.9
3

○
第

2類
：1

.1

建
物

内
の

機
器

は
剛

構
造

と
し

、
耐

震
重

要
度

分
類

は
、

最
小

地
震

力
（建

築
基

準
法

施
行

令
第

88
条

）に
、

下
記

の
割

増
係

数
を

乗
じ

た
設

計

○
第

1類
：1

.5
○

第
2類

：1
.4

○
第

3類
：1

.2

○
準

耐
火

建
築

物
○

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
、

穴
あ

き
PC

版
、

鉄
骨

、
鋼

製
建

具
等

を
主

体
と

し
た

耐
火

性
を

有
す

る
構

造

屋
根

及
び

外
壁

を
防

水
性

の
あ

る
材

料
で

構
成

し
、

漏
水

の
お

そ
れ

の
な

い
構

造

－

耐
火

性
防

水
性

気
密

性
電

源
喪

失
に

対
す

る
考

慮
備

考

主
棟

【1
階

】
○

第
1種

管
理

区
域

・発
生

回
収

室

・U
F 6

操
作

室

・モ
ニ

タ
室

・分
析

室
・放

射
線

管
理

室
・管

理
廃

水
室

・滞
留

ウ
ラ

ン
除

去
室

・排
気

機
械

室
(1

)
・排

気
機

械
室

(2
)　

等
○

第
2種

管
理

区
域

・カ
ス

ケ
ー

ド
室

○
非

管
理

区
域

・補
機

室
・電

源
室

・D
O

P-
1高

周
波

電
源

室
・給

気
機

械
室

(2
)

【2
階

】
○

非
管

理
区

域
・給

気
機

械
室

(1
)

・中
央

操
作

室
　

　
等

以
下

の
設

備
を

設
置

し
て

い
る

建
物

・カ
ス

ケ
ー

ド
・U

F ６
処

理

設
備

・給
排

気
設

備
・管

理
廃

水
処

理
設

備
・放

射
線

管
理

設
備

短
辺

：約
68

m
長

辺
：約

87
m

軒
高

：約
13

m

建
築

面
積

：約
61

00
m

2

延
床

面
積

：約
70

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

※
：1

類

○
無

窓
構

造
○

負
圧

維
持

付
属

棟

以
下

の
設

備
を

収
納

し
て

い
る

建
物

・均
質

設
備

・給
排

気
設

備
（局

所
排

気
設

備
を

含
む

）
・管

理
廃

水
処

理
設

備
・放

射
線

管
理

設
備

・第
1貯

蔵
庫

（U
F ６

を
充

て
ん

し
た

シ
リ

ン
ダ

を
貯

蔵
）

　
原

料
シ

リ
ン

ダ
（5

本
、

約
15

tU
)、

（製
品

シ
リ

ン
ダ

（4
本

、
約

5t
U

)、
廃

品
シ

リ
ン

ダ
（2

4本
、

約
12

0t
U

)保
管

短
辺

：約
32

m
（一

部
約

20
m

）
長

辺
：約

90
m

軒
高

：約
6m

建
築

面
積

：約
24

00
m

2

延
床

面
積

：約
24

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：1
類

・無
窓

構
造

・負
圧

維
持

第
2貯

蔵
庫

U
F ６

を
充

て
ん

し
た

シ
リ

ン

ダ
を

貯
蔵

し
て

い
る

建
物

・廃
品

シ
リ

ン
ダ

（1
44

本
、

約
11

23
tU

)保
管

・

短
辺

：約
20

m
長

辺
：約

60
m

軒
高

：約
4m

建
築

面
積

：約
13

00
m

2

延
床

面
積

：約
13

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：1
類

換
気

扇
に

よ
る

換
気

及
び

自
然

換
気

－

第
3貯

蔵
庫

U
F ６

を
充

て
ん

し
た

シ
リ

ン

ダ
を

貯
蔵

し
て

い
る

建
物

・廃
品

シ
リ

ン
ダ

（1
38

本
、

約
10

58
tU

)保
管

・

短
辺

：約
20

m
長

辺
：約

60
m

軒
高

：約
4m

建
築

面
積

：約
13

00
m

2

延
床

面
積

：約
13

00
ｍ

2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：1
類

換
気

扇
に

よ
る

換
気

及
び

自
然

換
気

－

非
常

用
発

電
機

棟
非

常
用

電
源

設
備

を
設

置
し

て
い

る
建

物

短
辺

：約
9m

長
辺

：約
12

m
軒

高
：約

11
m

建
築

面
積

：約
13

0m
2

延
床

面
積

：約
26

0ｍ
2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：2
類

-
－

廃
棄

物
貯

蔵
庫

ウ
ラ

ン
濃

縮
原

型
プ

ラ
ン

ト
（主

棟
・付

属
棟

）か
ら

発
生

し
た

放
射

性
廃

棄
物

を
ド

ラ
ム

缶
を

保
管

し
て

い
る

建
物

　
ド

ラ
ム

缶
約

60
0本

、
約

45
ｋｇ

/U

短
辺

：約
12

m
長

辺
：約

20
m

軒
高

：約
4m

建
築

面
積

：約
24

0m
2

延
床

面
積

：約
24

0ｍ
2

○
鉄

骨
造

○
耐

震
重

要
度

分
類

：2
類

換
気

扇
に

よ
る

換
気

及
び

自
然

換
気

－－

※
建

物
の

耐
震

重
要

度
分

類
は

、
最

小
地

震
力

（建
築

基
準

法
施

行
令

第
88

条
）に

、
下

記
の

割
増

係
数

を
乗

じ
た

設
計

○
第

1類
：1

.3
※

保
有

水
平

耐
力

/必
要

保
有

耐
力

＝
安

全
率

　
・主

棟
（1

F)
の

安
全

率
  

　
　

X方
向

：1
.4

0
  

　
　

Y方
向

：1
.3

0

　
・主

棟
（2

F)
の

安
全

率
　

  
　

X方
向

：1
.4

0
　

  
　

Y方
向

：1
.3

0

　
・第

1貯
蔵

庫
の

安
全

率
 　

 　
X方

向
：2

.8
5

　
  

　
Y方

向
：1

.9
3

　
・第

2貯
蔵

庫
の

安
全

率
  

　
　

X方
向

：2
.8

2
  

　
　

Y方
向

：1
.5

2

　
・第

3貯
蔵

庫
の

安
全

率
 　

　
 X

方
向

：2
.7

0
 　

　
 Y

方
向

：1
.4

5

　
・付

属
棟

の
安

全
率

  
　

　
X方

向
：1

.8
6

  
　

　
Y方

向
：1

.4
4

○
第

2類
：1

.1

建
物

内
の

機
器

は
剛

構
造

と
し

、
耐

震
重

要
度

分
類

は
、

最
小

地
震

力
（建

築
基

準
法

施
行

令
第

88
条

）に
、

下
記

の
割

増
係

数
を

乗
じ

た
設

計

○
第

1類
：1

.5
○

第
2類

：1
.4

○
第

3類
：1

.2

第
2種

管
理

区
域

安
全

設
計

地
震

に
対

す
る

考
慮

○
準

耐
火

建
築

物
○

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
、

穴
あ

き
PC

版
、

鉄
骨

、
鋼

製
建

具
等

を
主

体
と

し
た

耐
火

性
を

有
す

る
構

造

屋
根

及
び

外
壁

を
防

水
性

の
あ

る
材

料
で

構
成

し
、

漏
水

の
お

そ
れ

の
な

い
構

造

建
  

物

規
模

施
設

名
称

○
第

1種
管

理
区

域
・均

質
操

作
室

・局
所

排
気

機
械

室
・保

守
室

・モ
ニ

タ
室

・前
室

・搬
送

通
路

　
等

○
第

2種
管

理
区

域
・第

1貯
蔵

庫
・ト

ラ
ッ

ク
ヤ

ー
ド

○
非

管
理

区
域

・給
気

機
械

室
・液

体
窒

素
貯

槽
室

第
2種

管
理

区
域

第
2種

管
理

区
域

○
非

管
理

区
域

・特
高

受
電

室
・発

電
機

室

施
設

概
要

・評価に用いている数値の誤り 
（出典からの転記の誤りに起因する計算値の訂正） 


